
 

 

 

 

 

      

３年「あまりのあるわり算」 

７月４日に実施した３年生の研究授業は，今までと違う雰囲気の中で行われました。日

本の学校教育について学びに来た海外の先生方約５０名が参観していたのです。アメリカ，

オーストラリア，シンガポールなど国も様々で，大学教授や校長先生もいらしたようです。

日本の学校では校内で研究授業を行い，互いに学び合うことはごく普通に行われています

が，海外にはそのような学び方をしている所は少ないため，世界的に注目されているのだ

そうです。 

授業前には「先生，今日はまじめにやらな

くちゃ」とつぶやく子も。子どもたちも固く

なっていましたが，授業者も今までと違って

緊張気味でした。 

  

この日の授業は，「あまりのあるわり算」の

２回目でした。前の時間に，割り切れないで

あまりの出るわり算があるということを初めて知

ったばかりです。 

まず，右の問題が出されました。 

式が「１６÷３」になるということはすぐにわ

かりました。けれども，「16」は，３の段の答え

にはありません。 
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これまで，わり算はかけ算九九を使えば答えが出ると子どもたちは思っていました。で

は，この場合は，どうすれば答えを見つけられるのでしょうか。前の時間には，おはじき

を動かしながら答えを見つけました。この時間は，これまでに学習したことを活用して，

おはじきを使わずに考えることが目的です。 

 

どの教室でも，絵を描いて考える子がいま

した。おはじきの代わりに，丸をかいて考え

たようです。やはりわかりやすく感じるよう

です。 

３の段の九九を使って何とか答えを導き出す

子もいました。 

 

 同じく３の段を使っているけれど，違う

答えの子もいました。 

「３×６＝１８から２を引いたら１６にな

るから，答えは６あまり２」 

正解ではありませんが，大事な間違いです。

全員が正解してしまっては，学びは深まりま

せん。 

この日の授業では，この考え方についてゆ

っくりと話し合う時間をとれませんでしたが，

翌日の授業では，「６あまり２ではなぜいけな

いのか」をたっぷりと話し合い，答えはわら

れる数よりも小さくなるように見つけること

を理解していきました。 

 

 


